「なぜお つかさん は 僕へ は m ハれな いんだら う。」 

「だから、 僕 あげる よ。 お母さん を 悪く 思つ ちゃす ま 

ない よ。」 

いて ふ か あ 

さう です。 この 銀杏の 木 はお 母さんでした。 

今年 は 千 人の 黄金色の 子供が 生れた のです。 

そして 今日 こそ 子供ら がみん な 一 緒に 旅に 発つ ので 

あ ふぎが た 

す。 お母さん は それ を あんまり 悲しんで 扇形の 黄金 

の 髪の毛 を 昨日までに みんな 落して しま ひました。 

「ね、 あたし どんな 所へ 行く のか しら。」 一人の いて ふ 

の 女の子が 空 を 見 あげて 眩 やく やうに 云 ひました。 

「あたし だって わからな いわ、 どこへ も 行きたくない 



お日様 は 燃える 宝石の やうに 東の 空に かかり、 あら 

ん かぎりの か、 V やき を 悲しむ 母親の 木と 旅に 出た 子供 

ら とに 投げて おやりなさい ました。 
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